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1. 学校関係者評価の目的・方針 

本校では、教育活動及び学校運営の状況について自ら評価（自己点検・自己評価）を行い、そ

の客観性・透明性を高めるとともに、専修学校と密接に関係する外部の方々（業界関係者、地

域、卒業生等）の理解促進や連携協力による学校運営の継続的な改善を図るため、学校関係者

評価委員会を開催し、評価・ご意見をいただいております。 

評価の目的：自己点検・自己評価結果の客観性及び透明性の向上、外部との連携協力による学

校運営及び教育活動の改善。 

評価のポイント：自己評価結果の内容の適切性、自己評価に基づく今後の改善方策の妥当性、

学校運営の重点目標や評価項目の適合性。 

対象とする評価期間：2025 年度（令和 7年 4月 1 日から令和 8 年 3月 31 日） 

結果の公表と活用：本報告書はホームページにて広く公表され、次年度以降の重点目標の設定

や具体的な学校運営の改善に反映・活用されます。 

 

2. 学校関係者評価委員会の構成 

今年度の学校関係者評価委員会は、新たに就任された 4 名の外部委員と、本校の経営・運営を担

う 3名の教職員によって構成されております。 

 

【学校関係者評価委員（4 名）】 

氏名 種別 所属 役職 

下村 直樹 企業 株式会社京王プラザホテル 人財戦略部人事課長 

橋本 壮大 地域 巣鴨信用金庫 本店営業部 部長 

新倉 義之 卒業生 株式会社マイタウントラベル 代表取締役（同窓会

副会長） 

山口 章宏 企業 株式会社ＪＴＢ 人財戦略チームマネ

ージャー 

 

【学校経営者層教職員（3 名）】 

氏名 所属 役職 

堀口 由美子 JTB ツーリズムビジネスカレッジ 理事 校長 

鈴木 良照 JTB ツーリズムビジネスカレッジ 常務理事 法人統括本部長 

田中 篤 JTB ツーリズムビジネスカレッジ 法人統括本部 企画総務部長 



3 

3. 学校関係者評価委員会の実施状況 

日時：2026年 9月 3 日（木） 14：00～16：00 

場所：JTBツーリズムビジネスカレッジ 会議室 

参加者：学校関係者評価委員 4 名、学校経営者層教職員 3名、事務局３名 

配布資料：2026 年度自己点検評価報告書（2025年度活動分）、学校関係者評価表 

議題：2025 年度（令和 7年度）自己評価報告、学校経営・運営体制及び課題・改善の取り組み

について 

評価方法及び点数基準： 

『専修学校における学校評価ガイドライン』及び東京都の評価基準モデルに基づき作成された

『自己点検評価報告書』をもとに、教職員から各項目の取り組みについて説明を行いました。

それに基づき、評価委員が各項目を以下の 3 段階で点数化し、集計・平均値を算出しました（平

均値は小数第 2 位を四捨五入して表示）。 

3 点：基準を満たし、特筆すべき取組を行っている 

2 点：概ね基準を満たしている 

1 点：基準を満たさず改善が必要 

 

4. 項目別評価点および意見・質疑応答 

2025年度の取り組みに対する自己点検評価結果と、学校関係者評価委員による評価点の集計・

平均値、および委員会当日の活発な議論に基づく「質問・回答」「意見・感想」は以下の通り

です。 

【自己点検評価総括】 

評価項目 自己評価 学校関係者評価（平

均） 

２０２５年度 全体的取り組みの総括 2.0 2.3 

 

（質問・回答） 

質問 1：授業アンケート評価は何段階評価か？また、5 段階評価だとすると 4.4 点と非常に高い

が、この背景や受け止め方はどのようになっているか。 

回答：2025 年度より授業アンケートの実施方法を改定し、5 段階評価を導入した。授業内容に加

え、講師の進め方やファシリテーションスキルを詳細に測定するようにした結果、目標値 4.0 を

大きく上回る 4.4を達成した。現状を成果として受け止めつつ、これをどのように維持し、さら

なる授業品質改善に繋げていくか、今年をスタートの年として経年で分析していくことが今後

の課題と考えている。 
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質問 2：旅行業務取扱管理者試験の合格率目標（全国平均の 2倍、総合 40%・国内 70%）に対し

て、今回の実績（総合 12.5%、国内 31.3%）は大きく下回っている。この受け止めと対策は。 

回答：今回の試験結果については非常に厳しく受け止めている。全国平均（総合 11.7%、国内

34.1%）と比較しても下回る結果となった。直近 5年間の中でも全国平均を下回るのは初めての

ことである。観光業界で既に働いている実務経験者の受験比率が増加し試験自体が難化した影

響もあるが、本校の従来の指導方法が問題傾向の変化に対応しきれていなかった点も反省材

料。授業外の特別補講や、教員の「教え方」自体を抜本的に再検証し、改善サイクルを回して

いく。 

質問 3：旅行業務取扱管理者試験で、実際何名が受けているのか。 

回答：全員受けているわけではなく、ホテル科の学生は受けずに観光科の 1 年生を中心に受験し

ている。今年度は観光科の 32 名が受験し、合格者は 4名（合格率 12.5%）という厳しい結果と

なった。全国平均の 2倍というのは学生にとって非常に高いハードルではあるが、業界からの期

待に応えるため、指導法の再設計に努める。 

質問 4：日本人学生と留学生の間で、授業アンケートの評価に差異はあるのか。多国籍化に伴う

授業運営の難しさはあるか。 

回答：留学生の場合、語学力や日本のビジネス慣習の理解度によって、授業評価の受け止め方

にばらつきが生じる（自身の日本語理解が追いつかないことで評価が低くなるなど）傾向があ

る。本校では日本人と留学生の合同クラスのほか、留学生単独クラスを設け、それぞれの特性

や語学レベルに合わせたきめ細かなカリキュラムとファシリテーションの工夫を行っている。 

 

（意見・感想） 

・中期経営計画「JTC Re-Born計画 2028」の 2年目として、学校運営改革や教育環境整備、新規

事業への挑戦等を着実に推進している点は高く評価できる。特に就職率 100％の継続や実践的教

育環境の整備は学校の強みとして維持されている。一方で、日本人学生募集、資格取得率向

上、留学生の増加に伴う教育・就職支援体制の高度化など、中長期的な経営安定化に向けた課

題も明確であり、今後の改善活動に期待したい。 

・学生にとって観光業の存在感が以前より減少していく中で、学校運営と経営のバランスをと

ることは大変難しい状況。具体的な特効薬はないが、日本人の生徒を増やすことが最優先課題

であると考える。 

・入学者数の回復傾向、出願率、就職率など非常に高い数値と感じている。コロナ前の実績に

少しでも近づけられるとよいと感じた。 

・中期経営計画の 2 年目として、改革を着実に前進させながら、学生募集、教育の高度化、キャ

リア支援、基盤整備、新規事業の各分野で具体的な成果と課題を明確に整理されている。今後

のさらなる発展に向け、力強い土台が築かれていると評価できる。 
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【項目 1：教育理念・目的・目標】 

評価項目 自己評価 学校関係者評価（平

均） 

項目 1：教育理念・目的・目標 

（教育理念、目的及び目標の設定等） 

3.0 3.0 

 

（意見・感想） 

ツーリズム産業の人材不足という社会課題に対し、人材育成機関として明確な使命を持ってお

り、JTBグループのみならず、業界全体への人材輩出という広い視点は意義が高く、大変評価で

きる。 

教育理念と育成方針が明確であり、学則において目的・目標がしっかりと定義されている。ア

ドミッションポリシーで求める人材像も具体化されており、さらにサステナビリティ方針の公

表など、ステークホルダーへの周知徹底の取り組みも優れている。 

 

【項目 2：教育課程、教育の実施、学修成果】 

評価項目 自己評価 学校関係者評価 

（平均） 

１・教育課程の編成と授業科目 2.0  

 

2.3 

２・教育の実施 2.0 

３・単位、卒業認定 2.0 

４・学修成果目標の達成状況 2.0 

 

（質問・回答） 

質問 1：近年急速に進展する AI・DXに関して、本校教職員の IT リテラシーの現状や、今後の

教育カリキュラムへの AI導入に対する考えは。 

回答：AI やデジタルを「業務のパートナー」として活用できる能力は、これからのツーリズム

業界において必須不可欠と考える。本校では 2026年度より、1年生から AIを活用した授業をカ

リキュラムに正式導入した。そのうえで、ただ AIを使うだけでなく、意図した答えを導き出す

ための「質問力（プロンプト思考）」や、生成されたアウトプットの妥当性を評価する「論理

的思考力」を高める指導内容に力を入れている。教員自身も JTBグループや外部研修を活用

し、継続的なスキルアップとリテラシー向上を組織的に図っている。 

（意見・感想） 

・実践教育を重視したカリキュラムや企業との連携は学校の大きな強み。26 年度から各学科で

必要な知識・スキルを可視化し再整理する取り組みが本格始動するとのことで、非常に重要で

あり期待している。 
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・資格取得ももちろん大事ですが、採用する側（業界）の本音としては、会話能力、プレゼン

テーション能力、顧客への提案力を磨ける実践授業へさらに力を入れていただきたい。 

・留学生を含め、31 年連続就職率 100%という圧倒的な実績は、入学を目指す日本人学生やその

保護者に対する非常に強力なアピールになると感じている。 

・教育課程と科目配置は極めて体系的で、留学生向け科目も基準を満たしている。また、方針

に沿った科目編成と、実践的な授業運営・改善体制も実現されている。成績評価・卒業認定基

準が明確で、学修支援も整っている。さらにキャリアデザイン授業の導入等で早期から職業意

識を醸成しているため、高い就職率という成果に結びついていると評価できる。 

 

【項目 3：学生の受入れ、学生支援】 

評価項目 自己評価 学校関係者評価 

（平均） 

１・学生募集及び入学者の選抜、収容定員の整理 2.0  

2.5 

 
３・多様な学生に対する支援 3.0 

４・学生生活に関する支援 3.0 

 

（質問・回答） 

質問 1：留学生の中途退学理由として、最も多い要因は何か。またその対策は。 

回答：主な要因は、語学力の不足からくる「授業内容についていけないこと」や、それに伴う

「出席率の低下（モチベーション喪失）」。本校では、出願前のオープンキャンパスや選考面

接時の日本語による受け答えを厳密にチェックし、資格の有無だけでなく実際のコミュニケー

ション能力を厳正に見極める「厳選採用（選考の厳格化）」を行っている。また、入学後は担

任・保健師や他教員が密に連携し、無断欠席や不調があった際には早期に本人および日本語学

校・親族など保護者へ連絡を取るサポート体制を機能させている。一方で、家族の事情により

やむを得ず帰国・退学するケースも散見される。 

（意見・感想） 

・留学生募集は顕著な成果が出ており素晴らしいが、日本人学生の募集は極めて大きな課題。

ツーリズム産業全体の魅力発信が必要 

・募集方針と選考基準が明確で、公正に選抜を行い、収容定員も適切に管理されている。ま

た、担任・保健師・学生サポートが連携した支援体制のもと、留学生管理や交流促進も含め多

様な学生に対する多様な支援（健康面から進路面）が適切に行われており、よって生活面や学

習面での支援が行き届いていると考える。 
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【項目 4：教育実施組織・教員】 

評価項目 自己評価 学校関係者評価 

（平均） 

１・教員の配置、募集、採用 2.0  

2.3 
２・教員の組織編成等 2.0 

３・教員の質の向上 2.0 

 

（意見・感想） 

・JTBグループの豊富な実務ノウハウや教育資源を活用した教員育成スキームは強力な強み。今

後は、教職員自身の AI・デジタル活用スキルを組織的に向上させ、最先端の授業を構築するこ

とが重要と考える。 

・教師を評価することも重要だが、学生からのアンケートを通じて授業評価を集める際には、

数値的なデータだけでなく、具体的なフリーコメントや生の声を丁寧に分析し、対話に基づく

授業改善を期待する。 

・業界経験豊富な実務家教員を適切に配置し、授業アンケートなどを活用した改善により、教

育品質管理がなされており、定例会議による情報共有と課題検討も非常に良好に機能してい

る。また、JTBグループの教育資源や外部研修を活用し、計画的に資質の向上を図る体制が整備

され、教職員の専門性の向上に取り組んでいる。 

 

【項目 5：教育環境】 

評価項目 自己評価 学校関係者評価 

（平均） 

１・教育環境の整備 2.0  

2.5 
２・安全対策、防災組織 2.0 

 

（意見・感想） 

・リニューアルされた施設（ライブラリーラウンジや一新されたホテル＆ブライダル実習室、

新設された和室実習室）は、学生の学習意欲を高め、多様な実践教育を実現することにつなが

ると期待している。 

・各種施設・設備の修繕も適宜実施されていると感じた。 

・施設リニューアルや IT環境の更新が進み、実践的な教育に対応した教育環境の整備が着実に

進められている。また、災害発生時の安否確認訓練（システムを活用した訓練）や避難訓練、

設備点検・管理まで含めた、学生が安心・安全に学べるための高度な防災・防犯対策が組織的

に維持されていると感じた。 



8 

【項目 6：教育活動の基盤と改善・向上の取組】 

評価項目 自己評価 学校関係者評価 

（平均） 

１・中期事業計画と財務基盤 2.0  

 

2.3 
２・学校運営 2.0 

３・学校評価の実施と改善活動 2.0 

４・社会からの理解と情報の公表 2.0 

 

（意見・感想） 

・学校法人の「経営（法人統括本部）」と「学校運営（専門学校）」を明確に役割分担・機能

分離させた今回の組織再編は、コーポレートガバナンスを強化し迅速な意思決定を行うための

先進的な取り組みとして高く評価できる。今後は、この経営改革の意図を一般教職員の隅々ま

で浸透させ、縦割りのない風通しの良い、全職員が当事者意識を持つ組織風土づくりが重要と

考える。 

・現預金、特定資産を確保し、財務基盤を適切に管理されており、組織編成や権限明確化を通

じてガバナンスも強化されている。評価結果を運営計画や教育内容の改善に反映し、学校評価

と改善活動が適切に実施されていると感じた。また、教育内容や活動実績を積極的に公表し、

情報公開も適切におこなっている。 

 

5. 全体意見 

学校関係者評価委員会における意見交換会、および書面にて各委員から寄せられた「全体を通

しての意見・感想」は以下の通りである。 

・ホテルを志望する学生の数、業界を目指してくれる学生が増えなければ、そもそもホテルの

運営も成立していかないところであり、現地の実態として大変強い危機感を抱いている。当ホ

テルでも訪日外国人の急激な増加に伴い、スタッフ側も日本人だけでなく外国籍スタッフの採

用が急増している。しかし、それに伴う退職防止のフォロー（文化の違いによるギャップな

ど）に同様の課題があると感じている。本校の留学生が非常に優秀で、就職率 100%を維持して

各業界で活躍している姿は大変に心強い限りであり、今後もお互いに細やかな情報交換を行

い、業界と学校の双方でウィン・ウィンの関係を築いていきたいと考えている。 

・非常に詳細かつわかりやすい報告をいただき、各部門の具体的な取り組みと現状の課題が大

変よく理解できた。私たちは日頃から多くの私立学校や専門学校様ともお付き合いがあり、そ

れぞれお悩みを抱えていらっしゃるため、当信用金庫としてもただ融資をするだけでなく、お

困りの課題を他校と繋げるような「橋渡し役」としても当校のお役に立ちたいと考えている。

毎年行われている大鳥神社商店街の盆踊りなどにおいて、当校の留学生の浴衣の着付けや食事

会を通じて交流しているが、元気でアットホームな学生と、担任の先生方との距離の近さ、素
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晴らしい信頼関係を強く感じており、このアットホームで素晴らしい校風の伝統をこれからも

全力で応援していきたいと思っている。 

・生徒が減っている中で、教育の質を高めるための手厚い学生対応と、学校の業務効率化・経

営のバランスをとることは大変難しいと痛感している。自身の旅行会社の経営においても、ス

タッフの効率化と親切な顧客対応、そして会社利益の確保のバランスに日々苦慮しており、全

く規模は違えども非常に深く共感する。常勤の先生方も昔に比べかなり少ない中で、大変な苦

労をされていることと思う。2027年度の入学者数見込みにおいて、日本人が苦戦中という現状

からも厳しい環境が伺えるが、今の高校生は日常で店舗を訪れる機会が少なく、旅行業の具体

的な仕事イメージが湧きにくくなっていることが日本人減少の構造的な要因ではないかと考え

ている。そのうえで、JTBグループの連携力やネットワークを活かし、早期から高校生にツーリ

ズムの面白さやお仕事の広さを伝えるアプローチをさらに期待している。学校が頑張ってくれ

ないと、我々採用する側としても今後の人材確保が非常に難しくなるので、心から応援してい

る。 

・ツーリズム産業を取り巻く環境変化や人材不足という社会課題に対し、本校が業界の未来を

担う人材育成機関として重要な役割を果たしていることを改めて認識した。特に就職率 100％の

継続や企業連携による実践的な教育は、本校の大きな強みとして高く評価している。また、日

本人学生募集の強化、資格取得率向上、財務基盤の安定化などの課題についても現状を適切に

分析し、改善に向けた具体的な方向も示されている点を評価している。さらに、学校法人の組

織を「法人経営（法人統括本部）」と「学校運営（専門学校）」に分けるガバナンス体制への

再編についても、先進的な取り組みとして高く評価している。今後は、日本人高校生の募集課

題について、単なる一学校の募集努力の問題にとどまらず、構造的なマーケット変化（18 歳人

口の急減、旅行会社店頭イメージの減少など）としてどう捉えるかが鍵になると考える。この

観光教育の未来について、ただのパートナーではなく重要な「未来を担う人材育成機関」とし

て深く目線を合わせ、共に課題解決に取り組んでいきたいと考えている。現状の適切な自己分

析と、それに基づいた財務や教育への改善アプローチが確認でき、今後もツーリズム産業全体

の発展に貢献する人材を輩出する学校として、さらなる成長と発展を強く期待している。 

 

 

 


